
  

 

ふくしま心のケアセンター 県北方部センターニュースレター 

 

 県北方部センターの活動を関係機関の皆様により知って頂くために、年 4

回(6 月、9 月、12 月、3 月)ですがニュースレターを発行していく予定です。 

ふくしま心のケアセンターは関係機関の皆様との連携無くして支援は難

しいと考えています。震災や原発事故による避難生活は持続的なストレスと

なっています。応急仮設や見なし仮設等に住んでいる方は、慣れた生活を変

えなければならない、これからどう生活していくか判断を迫られる時期でもあるかと思います。住民の皆様が安心

して生活できるよう、各関係機関の皆様とこれからも協力し合い、連携を取りながら活動していきたいと思います。 

 

 

 

 

ケアセンター発足から、メンバーも少しずつ変わりましたが、今年度の県北方部センターは新採用の保健師と精

神保健福祉士の 2 名と、現任 4 名の計 7 名で活動を始めました。いろんな職場を経て、経験も個性も豊かな人たち

です。男性 3 名はみな 30 代で、女性 4 名は何故か 50 代と年代がはっきり分かれてしまいました。年代の特性も活

かし、関わる方々には「どう生活したいのか」「その人らしい生活は何か」等、丁寧な対応を心がけています。 

ケアセンターは多職種で活動しています。その特性を活かし方部内でも意見を出し合い、関係機関の皆様にもご

意見をいただきながら、支援内容を一緒に考えて行きたいと思います。これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ῥ ἶ  

去る平成 28 年 5 月 12 日。消防学校の 18 歳から

25 歳の新任の消防士の方を対象に「ストレスとその対

処法」というテーマで講義を行いました。参加者の方は

震災の時の話の部分では興味深く聞き入っていました。

6 ヶ月の研修を終えれば立派な消防士として県内各地

で活躍が始まります。それぞれ第一線の支援者として活

動する皆さんにストレスはつきものであると思います。

ストレスを上手に手放して元気に活躍されることを祈

っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ Ở ҈ҏӔԌԒῖ  

5 月 27 日、みんぷく（3.11 被災者を支援するいわき

連絡協議会）サロンでミニ盆栽作りに参加させていただ

きました。場所は笹谷団地集会所。住民の方を講師に迎

え、総勢 11 名で 6 種類程の盆栽作り体験。土いじりを

して、皆さんとても楽しそうに生き生きと参加されてい

ました。これからも引き続き参加し、住民の方と交流を

深めたいと思います。 

こと 

 



＜お名前は？＞近澤大です。出身は高知県の高知市。嫁

の地元がこっちなもんで。長男の出産を機に福島に来ま

した。 

＜職種は？＞作業療法士です。 

＜作業療法士を目指したきっかけは？＞消防士の夢を

あきらめることになって、当時好きだった人が作業療法

士の学校行くって言ってたんで。 

＜そんなこと載せても大丈夫ですか？＞県士会の HP

にも載ってるんで大丈夫です。 

＜どうして被災者支援・心のケアというものに関わろう

と思ったんですか？＞前にいた病院の近くに仮設があ

って、薬を飲んでいても脳梗塞になったとか、慣れない

雪で転んだりとか、認知症が悪化したりとかそうした出

来事があって、被災してない人に比べて、被災している

人の方が予後が悪いんじゃないかという仮説が自分の

中で生まれて。待っているスタンスではそういう人たち

を支援していくことができないんじゃないか、生活の現

場で、予防的な関わりをしていければいいんじゃないか

なと。そして冒険してみようかなと言う気持ちになって。 

＜冒険して良かった？＞世界観は広がったですね。リ

ハビリを囲む情勢は地域に移行してきていて。わかっ

ていたつもりだったんですが、いざ（ケアセンターに）

入ってみると違ったなと。こういうことがしたいなと

思っていたことに関してはできる下地がある。自分次

第でそういうのができるんじゃないかって。 

＜ケアセンターに入職してどうですか（１年働いての感

想）＞仕事やりがいありますね。地域の中で、自由度の

高い活動が自分に合っている。枠組みにとらわれずに、

住民にとっての健康や幸せにつながるところであれば

何をやっても大丈夫。自分の住んでいる地域で支えにな

りたい。 

＜逆に辛いこと、大変なことは？＞ケアセンターってす

ごくいいことをしてると思う。混乱の中で、既存の組織

機能では対処できない部分についてフレキシブルに対

処できると思うんですが、その自由度ゆえに組織基盤、

どんなふうに支援をしていくか、しっかりとした柱が必

要だと思う。それから、住民支援をしていて、この先ど

うするかとか、帰る帰らないの二択の問題ではないとい

うところに今も苦慮しています。 

＜どうもありがとうございました＞ありがとうござ

いました。

 

県北方部に新任者二人が加わり、今年はニュースレターを発行しようということになり

ました。PCが得意ではないアラフィフはアラサー男子に頼りきりでやっと Vol.1 の発行に

こぎつけました。今回は皆さんに、県北方部を知ってもらおうと職員の紹介をさせていた

だきました。これからも皆さんと協力し合っていきたいと願っています（畑山）。 

今回のニュースレターの作成に当たり、少しでも県北方部のことを知っていただけたらと思います。これからも

ご意見をいただきながら、良いものができたらなあと思っております。今後ともよろしくお願いします（小林）。 

 自己紹介 SPということで結構なボリュームになりました。毎日顔を合わせるスタッフのことでも、色々知らない

ことがあるのだなあと気づきが多かったです（羽田）。 
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◇問い合わせ先 

ʝ ᶧ ˲ Ῥ ͪβ Ӳ̝ 
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Ῥ⁸ 9- 24  

024 - 53 3- 4161  

 

◇電話でのご相談 

 

024 - 531 - 6522  


